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	【様式１】
	夏期観測2022研究速報(プロジェクト報告書)
	-----------------------------
	1.氏　名
	（和文） 佐々木一哉
	（英文） Kazuya Sasaki
	2.所　属
	（和文）弘前大学
	（英文）Hirosaki University
	3.共同研究者氏名・所属
	（和文）安本勝・富士山環境研究センター、鴨川仁・静岡県立大学、土器屋由紀子・富士山環境研究センター
	（英文）Yasumoto Masaru/Laboratry for Environmental Research at Maount Fuji, Masasi Kamogawa/university of Shizuoka, Yukiko Dokiy/Laboratry for Environmental Research at Maount Fuji,a
	4.研究テーマ
	（和文）山麓接地極接地抵抗の測定と山麓接地極に繋がる接地線に流れた大電流
	(成果)
	山麓側の接地極抵抗を知る必要があり、観測前の点検に合わせて、架空送電線責任分界点の山麓側接地抵抗を測定した。山麓責任分界点の1号柱接地極接地抵抗は測定より、埋設地線は送電側と受電側で接続されていないことが分かり、図１の等価回路であることがわかった。この等価回路により受電側架空地線から見た接地抵抗は以下の式になる。
	最大値は次式を満足する値になる。
	測候所に電力を供給する高圧ケーブルの架空送電線立ち下げ部分の71～73号柱、また架空送電側の接地抵抗は次年度測定予定である。
	山麓側接地線電流測定は、電源は降圧変圧器により、高圧送電線から取ることができ、接地線電流は高圧ケーブルにロゴウスキーコイルを設けて測定可能であることがわかった。
	測候所での接地線電流測定による雷電流観測は、（１）直撃雷電流測定用DSO-1測定系、（２）上向き雷前兆現象測定用DSO-2測定系、（３）多重雷測定用DSO-3測定系、（４）高感度測定用DSO-4測定系の4測定系で測定している。
	DS0-1のトリガー電流0.2kA以上の山麓接地極に流れた大きな電流は、次の11点である。①～⑥が負極性雷、⑦～⑪が正極性雷である。時刻はDSO-1の内蔵時刻で未校正である。
	（英文）
	(Results)
	【様式２】
	夏期期観測2022に関するアンケート調査
	1. 今回観測に参加されて、改善すべき点その他お気づきのことがございましたらお聞かせください。
	（今回のコロナ感染症対策についてもご意見がありましたらお願いします。）
	山頂班の方々には大変お世話になりました。ありがとうございました。
	連絡事項が伝わっていいないことありました。当事者にもどのように連絡が伝わっているかわかるようにできないでしょうか。
	2. 来年以降の観測に向けて、当NPO法人に対して希望されることがございましたらお聞かせください。
	山麓の接地抵抗測定を実現したい。
	山麓での雷電流観測を実現したい。
	3. 次年度も参加を希望されますか。
	参加したい。
	4. その他どんなことでも結構ですのでご自由にお書きください。

